
 

 

 

内閣総理大臣 安倍 晋三 様 
 

 
 「安全保障関連法」の強行採決に抗議し、 

同法の廃止を断固求めます ! 
 
「戦争法案絶対廃案」の声が日本中に渦巻き、世論調査でも「反対」が「賛成」を上

回る中、政府は９月１７日参議院特別委員会で、９月１９日未明参議院本会議で安全保

障関連法案の強行採決を行いました。 
この間、法案への反対や不安の声が広がり、説明不足が叫ばれる中、強行採決に踏み

切ったということは、安倍政権は民意を無視し、国会を軽視し、民主主義の根幹を揺る

がすことをしたのです。いまや日本の立憲主義と民主主義は史上最大の危機を迎えまし

た。 
わたしたちは安倍政権が掲げる「積極的平和主義」は「戦争で平和を創る」というこ

とであり、集団的自衛権の行使を認めた安全保障関連法案は憲法違反であり、強行採決

に強く抗議するとともに、安全保障関連法の廃止を断固求めます。 
 

 
わたしたちは、「平和を実現する人は幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる」

（マタイによる福音書５章９節）とのみ言葉に生きる者です。戦争が平和を実現するこ

とは決してありません。 
 
わたしたちは、憲法違反の法律を認めません。ここに安全保障関連法の廃止を断固求

めます。 
以上 
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